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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カチオン定着機能を有するオキシシリル基含有化学種およびビヒクルを含む定着液であ
って、前記定着液は実質的に無色であり、
　　前記オキシシリル基含有化学種は、以下のセグメント（１）及び（２）を含むオリゴ
マー若しくはポリマー；
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【化１】

（式中、ａおよびｂは個々に１以上の整数であり；
　各Ａは個々にオリゴマー／ポリマーのもう１つのセグメントまたは鎖末端基への連結で
あり；
　各Ｂは個々にオリゴマー／ポリマーのもう１つのセグメントへの連結であり；
　各Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は独立してヒドロキシ、アルコキシ、アリールオキシ、アシルオ
キシまたはアルキル基であり、ここで、少なくとも１つはヒドロキシ、アルコキシ、アリ
ールオキシおよび／またはアシルオキシ基であり、ここで、ａ＝１なら、Ｒ1、Ｒ2および
Ｒ3の少なくとも２つは独立してヒドロキシ、アルコキシ、アリールオキシおよび／また
はアシルオキシ基であり；
　各Ｒ6は個々にアルキル、アリールまたは水素であり；
　各Ｘ-は個々にハライドイオン、硫酸イオン、硝酸イオン、スルホン酸イオン及びリン
酸イオンからなる群より選択される対アニオンである。）
又は、
下記式（Ｘ）で表される単位を含むオリゴマー若しくはポリマーである、定着液。

【化２】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、前記のセグメント（１）及び
（２）について上で記載されたように個々に定義され；
　ｆは１～８であり；
　ｇは１～８であり；
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　ｈは１～６であり；
　ｐは１以上であり；かつ
　ｘは１～５０である。）
【請求項２】
　前記オキシシリル基含有化学種が、以下のセグメント（１）、（２）及び（３）を含む
オリゴマー又はポリマーである、請求項１記載の定着液。
【化３】

（式中、ａ、ｂ、ｃは個々に１以上の整数であり；
　各Ａは個々にオリゴマー／ポリマーのもう１つのセグメントまたは鎖末端基への連結で
あり；
　各Ｂは個々にオリゴマー／ポリマーのもう１つのセグメントへの連結であり；
　各Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は独立してヒドロキシ、アルコキシ、アリールオキシ、アシルオ
キシまたはアルキル基であり、ここで、少なくとも１つはヒドロキシ、アルコキシ、アリ
ールオキシおよび／またはアシルオキシ基であり、ここで、ａ＝１なら、Ｒ1、Ｒ2および
Ｒ3の少なくとも２つは独立してヒドロキシ、アルコキシ、アリールオキシおよび／また
はアシルオキシ基であり；
　各Ｒ6は個々にアルキル、アリールまたは水素であり；
　各Ｘ-は個々にハライドイオン、硫酸イオン、硝酸イオン、スルホン酸イオン及びリン
酸イオンからなる群より選択される対アニオンである。）
【請求項３】
　前記オキシシリル基含有化学種が、下記式（Ｘ）で表される単位を含むオリゴマー若し
くはポリマーである、請求項１記載の定着液。
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【化４】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、請求項１における前記のセグ
メント（１）及び（２）について上で記載されたように個々に定義され；
　ｆは１～８であり；
　ｇは１～８であり；
　ｈは１～６であり；
　ｐは１以上であり；かつ
　ｘは１～５０である。）
【請求項４】
　前記オキシシリル基含有化学種の分子量Ｍｎが、１０００～１０，０００ｇ／モルであ
る、請求項１～３のいずれか１項記載の定着液。
【請求項５】
　定着液および１種以上の着色インキを含むインクジェットインキセットであって、前記
１種以上の着色インキの各々がビヒクルに安定に分散または溶解した着色剤を個々に含み
、前記定着液が請求項１～４のいずれか１項に記載の定着液であることを特徴とするイン
クジェットインキセット。
【請求項６】
　請求項５に記載のインクジェットインキセットを備えたインクジェットプリンタ。
【請求項７】
（ａ）ディジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンタを提供する工程と、
（ｂ）印刷しようとする基材を前記プリンタに装填する工程と、
（ｃ）インクジェットインキセットを前記プリンタに装填する工程と、
（ｄ）ディジタルデータ信号に応答して前記インクジェットインキセットを用いて前記基
材上に印刷する工程と
を含む基材上にインクジェット印刷する方法であって、前記インクジェットインキセット
が請求項５に記載のインクジェットインキセットであることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェットインキの上または下に被着させた時に、印刷された画像の特
性を強化することができる定着液に関する。本発明は、定着液を含むインキセットおよび
インキセットを用いる印刷方法にも関連する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット印刷は、紙などの印刷媒体上にインキの小滴を沈着させて所望の画像を
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形成させる非衝撃式印刷プロセスである。小滴はマイクロプロセッサーによって発生する
電気信号に応答してプリントヘッドから噴出する。こうした記録において用いられるイン
キは、例えば、良好な分散安定性、噴出安定性および媒体への良好な定着を含む厳しい要
求を課される。
【０００３】
　インクジェットプリンタは低コストで高品質の印刷を提供し、レーザプリンタなどの他
の型のプリンタに対する評判のよい代替品になってきた。しかし、インクジェットプリン
タは、レーザプリンタの速度およびレーザ印刷された画像の耐久性に匹敵することが現在
では可能ではない。耐久性が増したインクジェットプリントは非常に有利であろう。
【０００４】
　印刷された画像の色特性および／または耐久性の特性を強化するために着色インキの上
および／または下に定着液を印刷することはインクジェット技術分野で知られている。典
型的には、染料インキのための定着液は耐水性を増すために設計され、顔料インキのため
の定着液はクロマおよび／または光学密度を増すために設計される。しかし、定着液は他
のおよび／または追加の有益な効果も有する場合がある。
【０００５】
　定着液は一般には実質的に無色でもあり、定着液によって定着された着色インキの色調
を知覚できるほど変えないか、または実質的に変えない。定着液の中の定着剤は、最も一
般的には、着色剤との静電的な相互作用によって作用するように設計される。従って、ア
ニオン染料またはアニオン顔料分散液入りのインキはカチオン定着剤で処理されるか、ま
たはカチオン着色剤はアニオン定着剤で処理され、よって着色剤を固定または定着させる
。このプロセスは、時には、着色剤を「不溶化する」「沈殿させる」または「クラッシュ
させる」と技術上呼ばれる。突然で急激なｐＨ変化または粘度変化によって着色剤を固定
させる薬剤などの定着の他のメカニズムも可能である。場合によって、メカニズムの組み
合わせも作用する場合がある。
【０００６】
　定着液が静電メカニズムによって作用するばかりでなく、電子対を共有して反応もし、
よっていっそうより高い耐久性を提供することが有利でありうる。共有反応は例えば架橋
であることが可能である。
【０００７】
　米国特許第５，６９３，１２７号明細書には、アルコキシシランポリアルキレンイミン
定着剤入りのインキが開示されている。
【０００８】
　米国特許第６，１８０，６９０号明細書には、アルコキシシラン結合剤添加剤入りのイ
ンキが開示されている。
【０００９】
　米国特許第６，４６１，４１９号明細書には、２個または３個の反応性シリル基を有す
る化合物を含む硬化性インキが開示されている。
【００１０】
　上で特定されたすべての刊行物の開示は、あたかも完全に記載されたかのように、すべ
ての目的のために本明細書に引用して援用する。
【００１１】
　より物理的に耐久性のインクジェット画像を提供するインキおよび印刷方法がなお必要
とされている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　これらの目的と調和して、静電メカニズムおよび架橋メカニズムによって作用すること
ができる定着液が提供される。
【００１３】
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　一般に、定着液は、液体ビヒクルに安定に分散および／または溶解させたカチオン定着
剤およびオキシシリル基含有化学種を含む。
【００１４】
　好ましい実施形態において、定着液は液体ビヒクルに安定に分散および／または溶解さ
せたカチオンオキシシリル基含有化学種を含む。
【００１５】
　「オキシシリル基含有化学種」とは、式（ＩＡ）および（ＩＢ）からなる群から選択さ
れた１種以上の反応性のヒドロキシシリル部分、アルコキシシリル部分、アリールオキシ
シリル部分および／またはアシルオキシシリル部分（「オキシシリル基」）を含む（モノ
マー、オリゴマーまたはポリマー）分子を意味する。
【００１６】
【化１】

【００１７】
　式中、
　各Ｒは個々に水素、アルキル基、アリール基またはアシル基であり、好ましくはアルキ
ル基であり、
　ｓは１、２または３であり、
　ｔは１または２であるが、
但し、ｓまたはｔが１である場合、前記分子は少なくとも２個の前記部分（同じであって
も、または異なってもよい）を含むことを条件とする。
【００１８】
　アルキル基は、好ましくは１～３０個の炭素原子、より好ましくは１～１２個の炭素原
子、なおより好ましくは１～４個の炭素原子を有する。アルキルはシクロアルキルも含む
が、好ましくは非環式である。アリール基は、好ましくは６～３０個の炭素原子を有する
。アシル基の有機（非カルボニル）部分は、好ましくは今定義されたアルキル基またはア
リール基である。メチルは特に好ましい。
【００１９】
　上で示したように、オキシシリル基含有化学種は、個々に分子中の異なるケイ素原子上
にあることが可能であり（式（ＩＡ）および／または（ＩＢ）の少なくとも２個の基（例
えば、ヒドロキシおよび／またはアルコキシ末端ポリジメチルシロキサン）を必要とする
）、および／または同じケイ素原子上にあることが可能である（式（ＩＡ）および／また
は（ＩＢ）の少なくとも１個の基を必要とする）、少なくとも２個の反応性官能基を含む
。
【００２０】
　オキシシリル基は、様々な官能性部分、例えば、ヒドロキシル基などの活性水素含有部
分と反応性である。オキシシリル基は、印刷された層の中のこれらの化学種間の水を凝縮
させ排除すると自己架橋もし、耐久性を提供するケイ素－酸素共有網目が確立される。オ
キシシリル基は、例えば、基材（紙または織物）上のヒドロキシル基と反応することも可
能であり、よってインキ接着性を高める。
【００２１】
　これらの実施形態のいずれにおいても定着液は着色剤を実質的に含まず、実質的に無色
である。定着液ビヒクルは水性または非水性であることが可能である。
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【００２２】
　本発明は、上の定着液および１種以上の着色インキを含むインクジェットインキセット
に更に関連する。好ましい実施形態において、インクジェットインキセットは、ビヒクル
に安定に分散または溶解させた着色剤を個々に含む少なくとも３種（ＣＭＹなど）、より
好ましくは４種（ＣＭＹＫなど）の異なる着色インクジェットインキを含む。ビヒクルは
、好ましくは水性ビヒクルである。
【００２３】
　本発明は、上で記載され以下で更に詳しく記載するインクジェットインキセットを備え
たインクジェットプリンタに更に関連する。
【００２４】
　本発明は、基材上にインクジェット印刷する方法であって、
（ａ）ディジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンタを提供する工程と、
（ｂ）印刷しようとする基材を前記プリンタに装填する工程と、
（ｃ）上で記載され以下で更に詳しく記載するインクジェットインキセットを前記プリン
タに装填する工程と、
（ｄ）ディジタルデータ信号に応答して前記インクジェットインキセットを用いて前記基
材上に印刷する工程と
を含む方法にも関連する。
【００２５】
　最後に、本発明は、上述したプリンタを用いて、および／または上述した印刷方法を用
いて、上述したインキセットで印刷された物品に関する。
【００２６】
　本発明のこれらの特徴および利点ならびに他の特徴および利点は、以下の詳細な説明を
読むことから当業者によってより容易に理解されるであろう。別個の実施形態の文脈にお
いて上および下で分かりやすくするために記載されている本発明の特定の特徴を単一実施
形態における組み合わせでも提供してよいことが認められるべきである。逆に、単一実施
形態の文脈において簡略のために記載されている本発明の種々の特徴も別個にまたはあら
ゆる下位組み合わせでも提供してよい。更に、単数で述べたことは、文脈において特に指
示がない限り複数も含んでよい（例えば、「ａ」および「ａｎ」は１つあるいは１つまた
は複数を指しうる）。更に、範囲で記載された値に関しては、当該範囲内の各値およびあ
らゆる値を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
定着液
　本発明の定着液（すなわち、「定着させる」）液はビヒクル、カチオン定着剤およびオ
キシシリル基含有化学種を含む。以下で更に詳しく記載するように、カチオン定着剤およ
びオキシシリル基含有化学種は別個の物質であってもよく、および／または両方の機能を
有する単一物質（カチオンオキシシリル基含有化学種）であってもよい。
【００２８】
　定着液は着色剤を実質的に含まず、実質的に無色であるが、技術上周知されているよう
な他のインクジェット配合原料を含むことが可能である。
【００２９】
　カチオン定着剤（別個の成分として）には、例えば、多価金属カチオンおよびカチオン
ポリマーが挙げられる。
【００３０】
　カチオンポリマーは可溶性ポリマー、カチオンヒドロゾルまたは分散ポリマーあるいは
液体ビヒクルに分散させたエマルジョンポリマーであることが可能である。好ましい水溶
性カチオンポリマーの例は、ポリエチレンイミン、ポリビニルピリジン、ポリビニルアミ
ン、ポリアリルアミンおよびそれらの組み合わせを含むポリアミンのプロトン付加された
形態である。好ましい実施形態において、カチオンポリマーは、ポリエチレンイミン、水
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溶性カチオンデンドリマー、ポリエチレンイミンの水分散アルコキシル化形態、カチオン
デンドリマーの水溶性分散アルコキシル化形態およびポリジアリルジメチル塩化アンモニ
ウムからなる群から選択される。特に好ましい実施形態において、可溶性カチオンポリマ
ーはポリエチレンイミンである。
【００３１】
　可溶性ポリマー定着剤の好ましい分子量Ｍｎは約１，０００～１０，０００ｇ／モルの
間である。
【００３２】
　カチオンポリマーは、異なるカチオンモノマーのコポリマーまたはカチオンモノマーと
非イオンモノマーのコポリマーであってもよい。コポリマーは、ランダムコポリマーまた
は構造化コポリマー、すなわち、直鎖、グラフト（櫛型）または分岐であることが可能で
ある。
【００３３】
　可溶性ホモポリマーまたは可溶性コポリマーに導入することができる重合性モノマーの
例には、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル
アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ
ノプロピルアクリレートなどの第三アミンを有するアクリルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチル
アミノプロピルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミドおよびＮ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタク
リルアミドなどの第三アミンを有するアクリルアミドが挙げられる。
【００３４】
　カチオンエマルジョンまたは分散ポリマーを定着剤として用いてもよい。これらは、前
のパラグラフで述べられたような重合性モノマーから製造することが可能である。
【００３５】
　多価金属カチオンを定着剤として用いてもよい。「多価」は、２つ以上の酸化状態を示
し、元素「Ｚ」に関しては、典型的にはＺ2+、Ｚ3+、Ｚ4+等々として記載される。簡単に
するために、多価カチオンを本明細書で「ＺX」と呼んでもよい。多価カチオンは、好ま
しくは水性インキビヒクルに可溶性であり、好ましくは実質的にイオン化状態で存在する
。多価カチオンは、定着される着色剤と相互作用するために多価カチオンが遊離し、利用
可能である形態を取るべきである。
【００３６】
　ＺXには、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、
Ｆｅ、Ｒｕ、Ｃｏ、Ｒｈ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｕ、Ｚｎ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｓ
ｂ、Ｂｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｐｂのような元素の多価カチオンが挙げられるが、それらに限定
されない。元素Ｃａ、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｃｕ、Ａｌの多価カチオンが好ましい。特定の状況に
おいて必要とされる有効な量は異なることが可能であり、多少の調節は一般に必要であろ
う。
【００３７】
　定着剤として有用でありうるカチオン物質の他の例には、ラウリルアミンまたはステア
リルアミンの塩酸塩または酢酸塩などの第一アミン塩化合物、第二アミン塩化合物または
第三アミン塩化合物；ホスホニウム塩；スルホニウム塩；ラウリルトリメチル塩化アンモ
ニウムまたはベンジルトリブチル塩化アンモニウムのような第四アンモニウム塩などのア
ンモニウム塩；セチルピリジニウムクロリドまたはセチルピリジニウムブロミドなどのピ
リジウム塩化合物；およびアルソニウム塩が挙げられる。アンモニウム塩、ホスホニウム
塩およびアルソニウム塩は、一置換、二置換、三置換または四置換あるいはそれらの混合
物であってもよい。
【００３８】
　例えば、ドデシルトリメチル塩化アンモニウム、セチルトリメチル臭化アンモニウム、
セチルトリメチルピリジニウムクロリドまたは他のものなどの第四化アンモニウム界面活
性剤またはピリジニウム界面活性剤を含むカチオン界面活性剤を定着剤として用いてもよ
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い。
【００３９】
　特定のｐＨ範囲内でカチオンである両性界面活性剤も用いてよい。この場合、液体組成
物のｐＨは界面活性剤の等電点より下に調節されなければならない。本発明の実施におい
て有用である双性イオン界面活性剤の例には、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－テトラデシルアミ
ンオキシド（ＮＴＡＯ）、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアミンオキシド（ＮＨＡ
Ｏ）および関連アミンオキシド化合物が挙げられる。もう１つの例はＮ－ドデシル－Ｎ，
Ｎ－ジメチルグリシンである。なお他の例には、ホスフェート、ホスフィット、ホスホネ
ートおよびレシチンなど、およびホスホミエリンなどのホスホネートエステルが挙げられ
る。
【００４０】
　上で示したように、オキシシリル基含有化学種は、分子当たり２種以上の反応性のヒド
ロキシシリル部分、アルコキシシリル部分、アリールオキシシリル部分および／またはア
シルオキシシリル部分を有する（モノマー、オリゴマーまたはポリマー）分子である。好
ましい反応性オキシシリル基は、少なくとも１個のヒドロキシル、アルコキシ、アリール
オキシおよび／またはアシルオキシ基で置換されたケイ素原子を含む。実施形態に応じて
、ケイ素原子は１個、２個または３個のこうした基で置換されていることが可能である。
【００４１】
　本発明において有用なオキシシリル基含有化学種は、オキシシリル基を支持するために
多様な主鎖を導入することが可能である。こうした化学種の一般クラスの２種類の例は、
式（ＩＶ）および（Ｖ）によって表される。
【００４２】
【化２】

【００４３】
　式中、
　Ａは、例えば、化学結合（すなわち原子なし）、－ＯＲ”、アルキル基（好ましくは１
～３０個の炭素原子、より好ましくは１２～２０個の炭素原子を有する）、シクロアルキ
ル基（好ましくは３～３０個の炭素原子、より好ましくは６～１０個の炭素原子を有する
）、アリール基（好ましくは６～３０個の炭素原子を有する）、酸素および硫黄などのカ
ルコゲン（第ＶＩｂ族元素）、および直鎖構造、分岐構造、ブロック構造またはグラフト
構造であってもよい高分子基から選択してもよいｋ－価基であり、
　各Ｇは独立して少なくとも２の原子価を有する任意の多価基を表し、
　各Ｒ’は独立して水素、アルキル基（好ましくは１～３０個の炭素原子、より好ましく
は１～４個の炭素原子を有する）、シクロアルキル基（好ましくは３～３０個の炭素原子
、より好ましくは６～１０個の炭素原子を有する）、アリール基（好ましくは６～３０個
の炭素原子を有する）、アルカノイル基（好ましくは２～３０個の炭素原子、より好まし
くは２～４個の炭素原子を有する）またはアロイル基（好ましくは７～約３０個の炭素原
子を有する）を表し、
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　各Ｒ”は独立して水素、アルキル基（好ましくは１～３０個の炭素原子、より好ましく
は１～１０個の炭素原子を有する）、シクロアルキル基（好ましくは３～３０個の炭素原
子、より好ましくは６～１０個の炭素原子を有する）、アリール基（好ましくは６～３０
個の炭素原子を有する）、アルカノイル基（好ましくは２～３０個の炭素原子、より好ま
しくは２～１０個の炭素原子を有する）またはアロイル基（好ましくは７～３０個の炭素
原子を有する）を表し、
　各ｎは、上の式（Ｉ）または式（ＩＩ）のいずれかの化合物が少なくとも２個の反応性
オキシシリル基を有することを条件として、０、１または２のいずれかであり、
　各ｊは独立して０または１以上の整数を表し、
　ｋは１以上の整数を表し、
　ｍは３以上の整数を表す。
【００４４】
　Ａのために適する高分子基の非限定的な例には、ポリシロキサン、ポリアクリレート、
ポリアミド、ポリオレフィン、ポリエーテル、ポリエステル、ポリウレタン、ポリウレア
およびポリホスファゼン、ならびにそれらの誘導体および組み合わせが挙げられる。高分
子基は、（シラノールを形成する）ヒドロキシル末端、アルコキシ末端、アリールオキシ
末端および／またはアシルオキシ末端であってもよいか、またはシラノール側基、アルコ
キシシリル側基、アリールオキシシリル側基および／またはアシルオキシシリル側基を有
してもよい。基Ａのために好ましい基には、シラノール末端ポリシロキサンおよび／また
はアルコキシ末端ポリシロキサン、ポリアクリレート、ポリオレフィンおよびポリエーテ
ルが挙げられる。
【００４５】
　Ｇの非限定的な例には、－Ｓｉ（ＯＲ’）x－（式中、ｘ＝０～２）、炭化水素ジイル
およびオキシジイル、特にメチリデン、エチリデン、１，３－プロパンジイル、１，５－
ペンタンジイル、２－オキソ－プロパンジイルおよびフェニレン（アレンジイル）などの
アルカンジイルおよびオキシジイル、酸素および硫黄などのカルコゲン、ならびに例えば
ペンタエリトリトールトリイルなどの炭化水素トリイルが挙げられる。
【００４６】
　式（ＩＶ）および（Ｖ）の二官能性シリル基含有化学種の非限定的な例には、４００～
１５００００の分子量（Ｍｎ）を有するヒドロキシおよび／またはアルコキシ末端ポリジ
メチルシロキサン；ヒドロキシおよび／またはアルコキシ末端ジフェニルシロキサン－ジ
メチルシロキサンコポリマー；ヒドロキシおよび／またはアルコキシ末端ポリジフェニル
シロキサン；ヒドロキシシリルおよび／またはアルコキシシリル末端ポリトリフルオロプ
ロピルメチルシロキサン、ポリエステル、ポリウレタンおよびポリアクリレート；ジエチ
ルジエトキシシラン、ジメチルジメトキシシラン、ジエチルジエトキシシラン、ジイソブ
チルジメトキシシラン、ジメチルジエトキシシラン、ジイソプロピルジメトキシシラン、
ビス（３－シアノプロピル）ジメトキシシラン、クロロメチルメチルジエトキシシラン、
（３－クロロプロピル）メチルジメトキシシラン、（３－シアノプロピル）メチルジメト
キシシラン、シクロヘキシルエチルジメトキシシラン、ドデシルメチルジエトキシシラン
、イソブチルメチルジメトキシシラン、３－メルカプトプロピルメチルジメトキシシラン
などのジアルキルジアルコキシシランおよび置換ジアルキルジアルコキシシラン；メルカ
プトメチルメチルジエトシシラン、メタクリルオキシプロピルメチルジエトキシシラン、
メタクリルオキシプロピルメチルジメトキシシラン、メチルジエトキシシラン、メチルジ
メトキシシラン、ｎ－オクタデシルメチルジエトキシシラン；ｎ－オクチルメチルジエト
キシシランおよびジシクロペンチルジメトキシシラン；ジフェニルジメトキシシラン、フ
ェニルジエトキシシラン、フェニルメチルジエトキシシランおよびフェニルメチルジメト
キシシランなどのアリール置換アルコキシシランおよびジアリール置換アルコキシシラン
：１，４－ビス（ヒドロキシジメチルシリル）ベンゼンおよび１，３－ビス（メトキシジ
メチルシリル）ベンゼンなどのヒドロキシシリル置換アレンおよびアルコキシシリル置換
アレン：ビス（トリメチルシリルメチル）ジメトキシシランおよびトリメチルシリルメチ
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ルジメトキシシランなどのトリアルキルシリル置換アルコキシシラン；１，１－ジエトキ
シ－１－シラシクロペント－３－エンなどの環式アルコキシシラン：ジメチルジアセトキ
シシラン、ビニルメチルジアセトキシシランおよびジエチルベンゾイルオキシアセトキシ
シランなどのアシルオキシ置換シラン：ジフェニルシランジオールおよびジシクロヘキシ
ルシランジオールなどのジェミナルシランジオール、３－（３，３，３－トリフルオロプ
ロピル）ヘプタメチルトリシロキサン、ヘキサメチルトリシロキサンおよびオクタメチル
テトラシロキサンなどのアルキルおよび／またはアリール置換環式シロキサン：ビニルエ
チルジエトキシシラン、ビニルメチルジメトキシシランおよびビニルフェニルジエトキシ
シランなどのアルケニル置換アルコキシシランが挙げられる。
【００４７】
　式（ＩＶ）および（Ｖ）の三官能性シリル基含有化学種の非限定的な例には、例えば、
イソブチルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、メチルトリメトキシシラン
、オクチルトリエトキシシラン、プロプルトリメトキシシラン、フェニルトリメトキシシ
ラン、メルカプトプロピルトリメトキシシラン、グリシジルオキシプロピルトリメトキシ
シラン、メタクリルオキシプロピル－トリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシランお
よびビニルトリメトキシシランが挙げられる。
【００４８】
　式（ＩＶ）および（Ｖ）の四官能性シリル基含有化学種の非限定的な例には、例えば、
テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、１，３－ジメチルテトラメトキシジシロ
キサン、１，３－ジ－ｎ－オクチルテトラメトキシジシロキサン、１，３－ジビニルテト
ラ－エトキシジシロキサン、１，１，３，３－テトラエトキシ－１，３－ジメチルジシロ
キサン、テトラキス（ブトキシエトキシエトキシ）シラン、テトラキス（エトキシエトキ
シ）シラン、テトラキス（トリメチルシロキシ）シラン、テトラキス（２－エチルヘキソ
キシ）シラン、テトラキス（２－メタクリルオキシエトキシシラン）、テトラキス（メト
キシエトキシエトキシ）シラン、テトラキス（メトキシエトキシ）シラン、テトラキス（
メトキシプロポキシ）シランおよびテトラ－ｎ－プロポキシシランが挙げられる。
【００４９】
　式（ＩＶ）および（Ｖ）のより高い官能性のシリル基含有化学種の非限定的な例には、
例えば、ビス（３－（メチルジメトキシシリル）プロピル）ポリプロピレンオキシド、ビ
ス（トリエトキシシリル）エタン、ビス（トリエトキシシリル）エチレン、ビス（トリエ
トキシシリル）メタン、１，９－ビス（トリエトキシシリル）ノナン、ビス（トリエトキ
シシリル）－１，７－オクタジエン、ビス（トリエトキシシリル）オクタン、ビス（３－
（トリエトキシシリル）プロピル）－テトラスルフィド、ビス（３－（トリエトキシシリ
ル）プロピル）ウレア、ビス（トリメトキシシリル）エタン、１，４－ビス（トリメトキ
シシリルエチル）ベンゼン、ビス（トリメトキシシリル）ヘキサン、ビス（トリメトキシ
シロキシ）シクロブテン、ジ－ｔ－ブトキシジアセトキシシラン、ヘキサメトキシジシラ
ン、ヘキサエトキシジシラン、テトラアセトキシシラン、テトラアリルオキシシラン、テ
トラ－ｎ－ブトキシシラン、１－（トリエトキシシリル）－２－（ジエトキシメチルシリ
ル）エタン、およびポリ（ジエトキシシロキサン）などの官能性ポリマーが挙げられる。
【００５０】
　式（ＩＶ）および（Ｖ）の（本発明において有用な）オキシシリル基含有化学種のこれ
らの例および詳細および他の例および詳細は、例えば、米国特許第６，４６１，４１９号
明細書に記載されている。この特許の開示は、あたかも完全に記載されたかのように、す
べての目的のために本明細書に引用して援用する。
【００５１】
　好ましい実施形態において、カチオン定着剤およびオキシシリル基含有化学種は両方と
も同じ分子内にある。換言すると、定着剤として機能するカチオン部分も含むオキシシリ
ル基含有化学種。こうした化学種は以後「カチオンオキシシリル基含有化学種」と呼ぶ。
【００５２】
　カチオンオキシシリル基含有化学種は、少なくとも１個、好ましくは少なくとも２個（
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またはそれ以上）の共有結合カチオン部分、少なくとも１個、好ましくは少なくとも２個
（またはそれ以上）の共有結合オキシシリル部分および少なくとも２個の反応性のヒドロ
キシシリル部分、アルコキシシリル部分、アリールオキシシリル部分および／またはアシ
ルオキシシリル部分を含む（モノマー、オリゴマーまたはポリマー）分子である。
【００５３】
　カチオン部分は、好ましくはカチオン（プロトン付加された、または第四化された）窒
素である。
【００５４】
　カチオンオキシシリル基含有化学種の１つの例は、式（ＩＶ）で例示されたようなセグ
メントａおよびｂを含むオリゴマーまたはポリマーである。
【００５５】
【化３】

【００５６】
　式中、
　ａおよびｂは個々に１以上の整数であり、
　各Ａは個々にオリゴマー／ポリマーのもう１つのセグメントまたは鎖末端基への連結で
あり、
　各Ｂは個々にオリゴマー／ポリマーのもう１つのセグメントへの連結であり、
　各Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は独立してヒドロキシ、アルコキシ、アリールオキシ、アシルオ
キシまたはアルキル基であり、ここで、少なくとも１つ（好ましくは２つ）はヒドロキシ
、アルコキシ、アリールオキシおよび／またはアシルオキシ基であり、ここで、ａ＝１な
ら、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3の少なくとも２つは独立してヒドロキシ、アルコキシ、アリール
オキシおよび／またはアシルオキシ基であり、
　各Ｒ6は個々にアルキル、アリールまたは水素であり、
　各Ｘ-は個々にハロゲン化物、硫酸塩、硝酸塩またはスルホン酸塩などの対アニオンで
ある。
【００５７】
　式（ＶＩ）によって描かれたポリマーの例は、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレ
ート（ｂ単位）およびトリアルコキシシリルプロピル（メタ）アクリレート（ａ単位）か
ら誘導されたアクリルコポリマーであり、それは、ｂ単位中のジメチルアミノ基が部分的
にまたは完全にプロトン付加および／またはアルキル化されて窒素上に正電荷を作るラジ
カル移動重合または基移動重合によって調製される。好ましくは、こうしたポリマーは分
子当たり少なくとも２個のプロトン付加および／またはアルキル化された窒素（少なくと
も２個のｂ単位）を含む。
【００５８】
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　３－クロロプロピルトリアルコキシシランまたは３－グリシドキシプロピルトリアルコ
キシシランにより後でアルキル化されるジメチルアミノエチル（メタ）アクリレートを含
む類似のポリマーまたはコポリマーを式（ＶＩＩ）に示されたように調製することが可能
である。このポリマーは、窒素の多くがアルキル化されているので既に正電荷を含むであ
ろう。必要ならば、未反応窒素原子を酸によりプロトン付加できよう、および／または塩
化メチル、塩化ベンジル、硫酸ジメチルまたは他の典型的な幾つかのアルキル化剤により
更にアルキル化できよう。
【００５９】
【化４】

【００６０】
　式中、
　ｃは２以上の整数であり、
　ｃ’およびｃ”は個々に１以上の整数であり、
　Ａ、Ｂ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、式（ＶＩ）について上で記載された
ように個々に定義される。
【００６１】
　類似のポリマーは、イソシアナトエチル（メタ）アクリレート単位（ｄ）およびジメチ
ルアミノエチル（メタ）アクリレート単位（ｅ）を含むコポリマーを製造し、前記コポリ
マーを３－アミノプロピルトリアルコキシシランと反応させ、その後、アルキル化または
プロトン付加のいずれか、またはアルキル化とプロトン付加の幾つかの組み合わせによっ
て式（ＶＩＩＩ）に示したように調製することが可能である。
【００６２】
【化５】

【００６３】
　式中、
　ｄ、ｅ、ｄ’およびｅ’は個々に１以上の整数であり、
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　Ａ、Ｂ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、式（ＶＩ）について上で記載された
ように個々に定義される。
【００６４】
　上で記載されたポリマーにおいて、多くの要素は、印刷耐久性、強化された印刷光学密
度、インキ安定性、インキ硬化および印刷装置の腐食の最少化の点で性能を最適化するた
めに変えることが可能である。これらの要素には、分子量、分子構造（例えば、直鎖ポリ
マー、分岐ポリマーまたは星型ポリマー）、ガラス転移温度およびカチオン電荷に対応し
た対イオンが挙げられる。ケイ素上の「オキシ」基の性質および数も加水分解の速度およ
び溶液中の安定性を制御することが可能である。正電荷密度は、ｐＨおよび／または第四
化度によって制御することが可能である。物理的状態はラテックスまたは分散液であって
もよい。
【００６５】
　他の第一、第二または第三アミン含有分子も本発明において用いることができよう。例
には、アリルアミン、アミノエチル（メタ）アクリレート、ジアリルアミン、プロピレン
イミンおよびエチレンイミンを含むオリゴマーおよびポリマーが挙げられる。シロキサン
官能基の所望する量の導入のための３－クロロプロピルトリアルコキシシランまたは３－
グリシドキシプロピルトリアルコキシシランによるこれらのアミン含有材料のアルキル化
、必要ならばその後にプロトン付加し、および／またはアルキル化するならば所望する材
料につながるであろう。
【００６６】
　従って、本発明によると、式（ＩＸ）で例示されるようにエチレンイミンおよび反応性
オキシシリル含有化合物から誘導されたようなアルキルアミン基を含む単純な分子は本発
明に含まれるであろう。
【００６７】
【化６】

【００６８】
　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、式（ＶＩ）について上で記載されたよ
うに個々に定義されるが、但し、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3の少なくとも２つは独立してヒドロ
キシ、アルコキシ、アリールオキシおよび／またはアシルオキシであることを条件とする
。
【００６９】
　アミン基をアルキル化またはプロトン付加することが可能であるか、あるいは両方の幾
つかの組み合わせを行うことが可能である。
【００７０】
　以下の式（Ｘ）によって描かれたような単位を含むこれらの単純な分子のより高い分子
量のオリゴマー類似体およびポリマー類似体も適する。
【００７１】
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【化７】

【００７２】
　式中
　Ａ、Ｂ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、式（ＶＩ）について上で記載された
ように個々に定義され、
　ｆは１～８であり、
　ｇは１～８であり、
　ｈは１～６であり、
　ｐは１以上であり、
　ｘは１～５０である。
【００７３】
　式（Ｘ）のアミン基をアルキル化またはプロトン付加することが可能であるか、あるい
は両方の幾つかの組み合わせを行うことが可能である。好ましくは、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3

の少なくとも１つはＣ1～Ｃ6アルコキシ基であり、アルコキシ基ではないＲ1、Ｒ2および
Ｒ3のいずれもがＣ1～Ｃ6アルキル基である。
【００７４】
　式（Ｘ）の好ましい材料は、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから２－プロパノール
中の５０％溶液として入手できるＮ－（３－（トリメトキシシリル）プロピル）ポリエチ
レンイミン塩酸塩である。このポリマーは、１２００のＭｎを有する６０％ポリエチレン
イミンである。式（Ｘ）において、ｘ＝６、ｐ＝４、ａ＝２、ｂ＝２およびｃ＝３である
。７個の窒素原子ごとに平均で１個のＳｉ、４個のＳｉ官能基、すなわち、分子当たり４
個のＳｉ原子および２０００の分子量（Ｍｎ）が存在する。Ｓｉ基を保持する窒素は塩素
対イオンも有する。ポリエチレンイミンを３－クロロプロピルトリメトキシシランでアル
キル化することによるこうした材料の調製は、米国特許第６，１６２，８９２号明細書に
記載されている（この特許の開示は、あたかも完全に記載されたかのように、すべての目
的のために本明細書に引用して援用する）。
【００７５】
　プロピレンイミンデンドリマーは、高度に分岐した反応性カチオンオキシシリル基含有
定着液への経路を提供することが可能である。これらの分子およびオリゴマーは、Ｄｅｎ
ｄｒｉｄｉｃ　Ｎａｎｏ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ（Ｍｔ．Ｐｌｅａｓａｎｔ，Ｍｉｃ
ｈｉｇａｎ，ＵＳＡ）によって製造され、反応のために利用できる表面アミンの数の増加
を各々が表す幾つかの分子量で入手できる。表面アミンは３－クロロプロピルトリアルコ
キシシランによりアルキル化することが可能であり、その後、アルキルハロゲン化物によ
りプロトン付加されるか、またはアルキル化されて、反応性オキシシリル官能基の最適比
、正電荷密度および溶液中のｐＨを提供することが可能である。単純な分岐構造の例を式
（ＸＩ）で示している。
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【化８】

【００７７】
　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、式（ＶＩ）について上で記載されたよ
うに個々に定義される。
【００７８】
　例示されたもののように高度に分岐した分子、オリゴマーまたはポリマーは、インキの
中の最低の粘度増加と合わせて高帯電且つ反応性の官能基の可能性を提供する。
【００７９】
　反応性カチオンオキシシリル官能性分子へのなおもう１つのアプローチはポリウレタン
化学による。説明例として、ヘキサメチレンジイソシアネートトリマーを適切な多官能性
アミンと連結し、残りのイソシアネートをアミノプロピルトリアルコキシシランで仕上げ
ることが可能である。追加のオキシシリル官能基が分子内で必要な場合、それは、分子中
の第三アミン中心を３－クロロプロピルトリアルコキシシランと反応させることにより提
供することが可能である。再び、必要ならば、分子は更にアルキル化またはプロトン付加
して、オキシシリル官能基の最適比、正電荷密度および溶液中のｐＨを提供することが可
能である。例の分子を式（ＸＩＩ）で例示している。
【００８０】
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【００８１】
　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、式（ＶＩ）について上で記載されたよ
うに個々に定義される。
【００８２】
　ポリカルボジイミドは、反応性カチオンオキシシリル官能性分子になおもう１つの出発
材料を提供する。Ｃａｒｂｏｄｉｌｉｔｅ（登録商標）Ｖ０５（Ｎｉｓｓｈｉｎｂｏ　Ｉ
ｎｄｕｓｔｒｉｅｓ）は、イソシアネート基で末端封止されたポリカルボジイミドである
。これらのイソシアネートは、オキシシリル官能基をウレア基付きのオリゴマー末端に連
結するためにアミノプロピルトリアルコキシシランおよび／またはビス（３－アルコキシ
シリル）プロピル）アミンと反応させることが可能である。カルボジイミド基は、ジメチ
ルアミノグリシンと更に反応させることが可能である。アミノ基は、更にアルキル化また
はプロトン付加して、オキシシリル官能基の最適比、正電荷密度および溶液中のｐＨを提
供することが可能である。例の分子を式（ＸＩＩＩ）で例示している。
【００８３】
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【化１０】

【００８４】
　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ6およびＸ-の各々は、式（ＶＩ）について上で記載されたよ
うに個々に定義され、
　各Ｑは個々にアルキレン基などの連結基であり、
　ｎは１以上の整数である。
【００８５】
　限定されないけれども、定着液中のオキシシリル基含有化学種の濃度は、定着液の全重
量の約０．５～２５重量％の範囲内であることが可能である。
【００８６】
ビヒクル
　定着液およびインキセット（以下で更に論じる）のインキのためのビヒクルは水性また
は非水性であることが可能である。
【００８７】
　「水性ビヒクル」とは、水または水と少なくとも１種の水混和性有機溶媒（共溶媒）の
混合物を意味する。適する混合物の選択は、所望する表面張力および粘度、選択された定
着液、定着液の乾燥時間および水性定着液を上に印刷する基材のタイプなどの特定の用途
の要件に応じて異なる。水と水溶性溶媒の混合物を用いる場合、水性ビヒクルは、典型的
には約３０％～約９５％の水を含み、残り（すなわち、約７０％～約５％）は水溶性溶媒
である。好ましい組成物は、水性ビヒクルの全重量を基準にして約６０％～約９５％の水
を含む。
【００８８】
　水性ビヒクルは、界面活性剤またはグリコールエーテルおよび１，２－アルカンジオー
ルなどの浸透剤を含めることにより高速浸透（迅速乾燥）であるようにすることが可能で
ある。グリコールエーテルには、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレング
リコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－イソ－プロピルエーテ
ル、ジエチレングリコールモノ－イソ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ
－ブチルエーテル、エチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、１－メチル－１－メトキシブタノール、プ
ロピレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－プロピ
ルエーテル、プロピレングリコールモノ－イソプロピルエーテル、プロピレングリコール
モノ－ｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ジプロ
ピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテルおよびジプロピレングリコールモノ－イソ
プロピルエーテルが挙げられる。１，２－アルカンジオールは、好ましくは１，２－Ｃ４
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～６アルカンジオール、最も好ましくは１，２－ヘキサンジオールである。適する界面活
性剤には、エトキシル化アセチレンジオール（例えば、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ製のＳ
ｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標）シリーズ）、エトキシル化第一アルコール（例えば、Ｓｈｅ
ｌｌ製のＮｅｏｄｏｌシリーズ）および第二アルコール（例えば、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂ
ｉｄｅ製のＴｅｒｇｉｔｏｌシリーズ）、スルホスクシネート（例えば、Ｃｙｔｅｃ製の
Ａｅｒｏｓｏｌ（登録商標）シリーズ）、オルガノシリコーン（例えば、Ｗｉｔｃｏ製の
Ｓｉｌｗｅｔ（登録商標）シリーズ）およびフルオロ界面活性剤（例えば、ＤｕＰｏｎｔ
製のＺｏｎｙｌ（登録商標）シリーズ）が挙げられる。添加されるグリコールエーテルお
よび１，２－アルカンジオールの量は適切に決定されなければならないが、インキの全重
量を基準にして典型的には約１～約１５重量％、より典型的には約２～約１０重量％の範
囲内である。界面活性剤は、インキの全重量を基準にして典型的には約０．０１～約５％
、好ましくは約０．２～約２％の量で用いてもよい。
【００８９】
　「非水性ビヒクル」は、極性および／または非極性であることが可能である非水性溶媒
またはこうした非水性溶媒の混合物より実質的になるビヒクルを意味する。極性溶媒の例
には、アルコール、エステル、ケトンおよびエーテル、特にモノ－、ジ－およびトリ－プ
ロピレングリコールのモノメチルエーテルならびにエチレングリコール、ジエチレングリ
コールおよびトリエチレングリコールのモノ－ｎ－ブチルエーテルなどのグリコールおよ
びポリグリコールのモノアルキルエーテルおよびジアルキルエーテルが挙げられる。非極
性溶媒の例には、少なくとも６個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素および芳香族炭化水
素ならびに精油所蒸留製品および副生物を含むそれらの混合物が挙げられる。
【００９０】
　水を非水性ビヒクルに意図的に添加しない時でさえ、偶発的な多少の水が配合物に持ち
込まれうるが、一般に、これは約２～４％以下である。定義により、本発明の非水性イン
キは、非水性ビヒクルの全重量を基準にして約１０重量％以下、好ましくは約５重量％以
下の水を有する。
【００９１】
着色インキ
　着色インキは少なくとも着色剤およびビヒクルを含む。着色剤は可溶性（染料）である
ことが可能であるか、またはインキビヒクルに分散されることが可能である（顔料）。場
合によって、染料はポリマーマトリックスに封入され、顔料のように分散されることが可
能である。着色インキは技術上周知されているような他の原料も含むことが可能である。
【００９２】
　アニオン着色剤は、着色アニオン（可溶性染料）またはアニオン表面電荷を有する着色
粒子を水性媒体中に与える着色剤を意味する。逆に、カチオン着色剤は、着色カチオン（
可溶性染料）またはカチオン表面電荷を有する着色粒子を水性媒体中に与える着色剤を意
味する。粒子の表面電荷は、例えば、アニオン部分またはカチオン部分を有する吸着され
たポリマーによって、またはアニオン部分またはカチオン部分による粒子表面の化学変性
によって付与することが可能である。
【００９３】
　従来の染料は本発明において有用であり、こうした染料は一般に当業者に周知されてい
る。典型的には、アニオン染料はイオン部分としてカルボン酸基またはスルホン酸基を含
む。
【００９４】
　本発明において最も有用なアニオン染料のタイプは、例えば、酸性染料、直接染料、食
品染料、媒染染料および反応性染料である。アニオン染料は、ニトロソ化合物、ニトロ化
合物、アゾ化合物、スチルベン化合物、トリアリールメタン化合物、キサンテン化合物、
キノリン化合物、チアゾール化合物、アジン化合物、オキサジン化合物、チアジン化合物
、アミノケトン化合物、アントラキノン化合物、インジゴイド化合物およびフタロシアニ
ン化合物からなる群から選択される。
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【００９５】
　有用な染料には、（シアン）アシッドブルー９およびダイレクトブルー１９９、（マゼ
ンタ）アシッドレッド５２、リアクティブレッド１８０、アシッドレッド３７、ＣＩリア
クティブレッド２３、ならびに（イエロー）ダイレクトイエロー８６、ダイレクトイエロ
ー１３２およびアシッドイエロー２３が挙げられる。ブラック着色剤は、例えば米国特許
第５，７５３，０１６号明細書（この特許の開示は、あたかも完全に記載されたかのよう
に、すべての目的のために本明細書に引用して援用する）で開示されたブラック染料とし
ての染料であってもよい。
【００９６】
　顔料は、伝統的に、高分子分散剤または高分子界面活性剤などの分散剤によってビヒク
ル中の分散液に安定化される。しかしながら、より最近、いわゆる「自己分散性」顔料ま
たは「自己分散」顔料（以後「ＳＤＰ」）が開発されてきた。その名称が示唆するように
、ＳＤＰは分散剤なしで水または水性ビヒクルに分散性である。ブラック顔料は自己分散
性であるように表面処理することによって（例えば、国際公開第０１／９４４７６号パン
フレット参照。この特許の開示は、あたかも完全に記載されたかのように、すべての目的
のために本明細書に引用して援用する）、伝統的な方法で分散剤により処理することによ
って、または表面処理と分散剤の幾つかの組み合わせによって分散液に安定化してもよい
。
【００９７】
　好ましくは、分散剤を用いる時、分散剤はランダム高分子分散剤または構造化高分子分
散剤である。好ましいランダムポリマーには、アクリルポリマーおよびスチレン－アクリ
ルポリマーが挙げられる。ＡＢ、ＢＡＢおよびＡＢＣブロックコポリマー、分岐ポリマー
およびグラフトポリマーを含む構造化分散剤は最も好ましい。有用な幾つかの構造化ポリ
マーは、米国特許第５，０８５，６９８号明細書、ＥＰ－Ａ－第０５５６６４９号明細書
および米国特許第５，２３１，１３１号明細書で開示されている（これらの特許の開示は
、あたかも完全に記載されたかのように、すべての目的のために本明細書に引用して援用
する）。
【００９８】
　アニオン着色インキは、定着液化学種中のオキシシリル官能基と共有結合できるオキシ
シリル官能基を有する化学種も含むことが可能である。オキシシリル化学種が結合剤添加
剤であるこうしたインキの例は米国特許第６，１８０，６９０号明細書（この特許の開示
は、あたかも完全に記載されたかのように、すべての目的のために本明細書に引用して援
用する）に記載されている。
【００９９】
　有用な顔料粒子サイズは、典型的には約０．００５マイクロメートル～約１５マイクロ
メートルの範囲内である。顔料粒子サイズは、好ましくは約０．００５～約５マイクロメ
ートル、より好ましくは約０．００５～約１マイクロメートル、最も好ましくは約０．０
０５～約０．３マイクロメートルの範囲であるのがよい。
【０１００】
　有用な顔料には、（シアン）ピグメントブルー１５：３および１５：４、（マゼンタ）
ピグメントレッド１２２、（イエロー）ピグメントイエロー１２８、ピグメントイエロー
９５、ピグメントイエロー１５５およびピグメントイエロー７４、ならびに（ブラック）
カーボンブラックが挙げられる。
【０１０１】
他の原料
　他の原料は、こうした他の原料が定着液／インキの安定性および噴出性を妨げない範囲
で定着液およびインクジェットインキに配合してもよい。その範囲は、日常的な実験によ
って容易に決定することが可能である。こうした他の原料は一般的な感覚で技術上周知さ
れている。
【０１０２】
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　例えば、ポリマー添加剤を添加してもよい。ポリマーはビヒクルに可溶性であるか、ま
たは分散（例えば、「エマルジョンポリマー」または「ラテックス」させることが可能で
あり、イオン性または非イオン性であることが可能である。有用なポリマーの類には、ポ
リアクリレート、スチレン－アクリレートおよびポリウレタンが挙げられる。
【０１０３】
　微生物の成長を抑制するために殺虫剤を用いてもよい。
【０１０４】
　エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、イミノ二酢酸（ＩＤＡ）、エチレンジアミン－
ジ（ｏ－ヒドロキシフェニル酢酸）（ＥＤＤＨＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、ジヒド
ロキシエチルグリシン（ＤＨＥＧ）、トランス－１，２－シクロヘキサンジアミン四酢酸
（ＣｙＤＴＡ）、ジエチレントリアミン－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ”，Ｎ”－五酢酸（ＤＴＰＡ
）およびグリコールエーテルジアミン－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－四酢酸（ＧＥＤＴＡ）なら
びにそれらの塩などの金属イオン封鎖剤（キレート剤）を含めることは、例えば、重金属
不純物の有害作用をなくすために有利であり場合がある。
【０１０５】
定着液／インキ特性
　滴速度、小滴の分離長さ、滴サイズおよびストリーム安定性は定着液／インキの表面張
力および粘度によって大いに影響を受ける。本発明において用いられる定着液およびイン
クジェットインキは、２５℃で典型的には約２０ダイン／ｃｍ～約７０ダイン／ｃｍの範
囲内の表面張力を有するべきである。粘度は２５℃で３０ｃＰほどであることが可能であ
るが、典型的には多少より低く、より典型的には約１～約２０ｃｐｓの範囲内である。定
着液／インキは噴出条件およびプリントヘッド設計に調節される物理的特性を有する。定
着液／インキは、インクジェット装置内で著しい程度に目詰りしないように長期間にわた
って優れた貯蔵安定性を有するべきである。種々の成分は溶液／分散液中で安定であるべ
きである。すなわち、成分の１種以上は、貯蔵または使用の通常条件下で沈殿物を容易に
形成しない。更に、定着液／インキは、定着液／インキが接触することになるインクジェ
ット印刷装置の部品を腐食させるべきではなく、定着液／インキは本質的に無臭且つ無毒
であるべきである。定着液／インキは、ドロップオンデマンド式インクジェットプリント
ヘッド、特に熱プリントヘッドおよび圧電プリントヘッドのために特に適合する。
【０１０６】
原料の比率
　本明細書で記載された成分は、上で一般的に記載されたように、そして当業者によって
別段に一般的に認められるように、所望の特性を有する定着液／インキを製造するために
種々の比率および組み合わせで組み合わせることが可能である。多少の実験は特定の最終
用途に関して定着液／インキを最適化するために必要な場合があるが、こうした最適化は
技術上一般に通常の技量の範囲内である。
【０１０７】
　例えば、定着液／インキ中のビヒクルの量は、定着液／インキの全重量を基準にして典
型的には約７０％～約９９．８％、好ましくは約８０％～約９９．８％の範囲内である。
【０１０８】
　定着剤は、定着液の全重量を基準にして典型的には少なくとも約０．５重量％から約２
５重量％以下のレベルで存在し、より典型的には約１重量％～約２０重量％の範囲内であ
る。
【０１０９】
　着色インキにおいて、着色剤は、着色インキの全重量を基準にして一般に約１２重量％
以下の量で存在し、より典型的には約０．１～約９重量％の範囲内である。
【０１１０】
　分散剤は、不溶性着色剤の安定化のために必要とされる時、着色剤の量に基づくレベル
で用いられ、通常は重量比として表現される。分散剤は、一般に約１：３～約４：１の範
囲内の顔料対分散剤重量比で用いられる。
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【０１１１】
　他の原料（添加剤）は、存在する時、定着液／インキの全重量を基準にして一般に約１
５重量％未満を構成する。界面活性剤は、添加される時、定着液／インキの全重量を基準
にして一般に約０．２～約３重量％の範囲内である。セルロースエステル以外のポリマー
は必要に応じて添加することが可能であるが、定着液／インキの全重量を基準にして一般
に約１５％未満である。
【０１１２】
インキセット
　本発明によるインキセットは、好ましくは定着液および少なくとも３種の異なる着色イ
ンキ（ＣＭＹなど）および好ましくは少なくとも４種の異なる着色インキ（ＣＭＹＫなど
）を含み、ここで、インキセットの着色インキは好ましくは水性インキであり、着色剤と
して染料、顔料またはそれらの組み合わせを含んでもよい。インキセットは、オレンジイ
ンキ、グリーンインキ、レッドインキおよび／またはブルーインキなどの異なる着色イン
キならびにライトシアンおよびライトマゼンタなどの全強度と光強度の組み合わせを含む
１種以上の「色域拡張」インキを更に含んでもよい。
【０１１３】
　非水性定着液ビヒクルは媒体上の水負荷を下げるので、水性着色インキと合わせて用い
る時に有利であることが可能である。
【０１１４】
印刷の方法
　本発明のインキおよびインキセットは、いずれかのインクジェットプリンタで印刷する
ことにより用いることが可能である。無色インキを用いる時、無色インキは、耐久性など
の印刷された画像の特性を改善するために上塗として着色インキ上に被着させることが可
能である。
【０１１５】
　定着液を染料系インキの上（オーバープリント）および顔料系インキの下（アンダープ
リント）に被着させることが好ましい。
【０１１６】
基材
　本発明において用いるために適する基材は、当業者に知られている有用なあらゆる基材
であることが可能である。例えば、基材は共通エレクトログラフィックコピー紙などなど
の普通紙であることが可能である。基材は、微孔質紙、ポリマー被覆紙および２種の混成
紙などの特殊媒体であることも可能である。基材はスパンボンドポリオレフィン（例えば
、Ｔｙｖｅｋ（登録商標）、ＤｕＰｏｎｔ　Ｃｏ．）などの不織布であることが可能であ
る。基材はシルク、コットン、ナイロンおよびポリエステルなどの天然および／または合
成織布であることも可能である。
【実施例】
【０１１７】
　以下の実施例によって今から本発明を更に例示するが、以下の実施例によって本発明は
限定されない。使用の前に水を脱イオン化した。ＢＹＫ（登録商標）３４８はＢｙｋ　Ｃ
ｈｅｍｉｅ製の界面活性剤である。
【０１１８】
分散液１
　この分散液は供給業者であるＣａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから受領したまま用
いられたＣａｂ－Ｏ－Ｊｅｔ（登録商標）３００（グラフト化カルボキシレート基で表面
改質された１５．５％自己分散カーボンブラック顔料入りの水性分散液）であった。
【０１１９】
アクリルラテックス
　このラテックスは、米国特許第６，７４２，８６９号明細書（この特許の開示は、あた
かも完全に記載されたかのように、すべての目的のために本明細書に引用して援用する）



(23) JP 4861320 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

の実施例に記載された「分散した結合剤」と同じ方法で調製し、水性分散液中に３６．１
％のポリマー固形物を含んでいた。
【０１２０】
（ＣＯＧＣＳ１および２への）オキシシリル基含有前駆体ポリマー
　これは、オキシシリル基含有ポリマーである３－（トリメトキシ）シリルプロピルメタ
クリレート－ｃｏ－ベンジルメタクリレート－ｃｏ－ジメチルアミノエチルメタクリレー
ト（１０／１０／５）の調製を示している。
【０１２１】
　３リットルのフラスコにメカニカルスターラー、温度計、Ｎ2入口、乾燥管出口および
添加漏斗を装着した。テトラヒドロフラン（ＴＨＦ、９１４ｇ）およびメシチレン（５．
０ｇ）をフラスコに投入した。テトラブチルアンモニウムｍ－クロロベンゾエート（触媒
、アセトニトリル中の１．０Ｍ溶液０．８ｍｌ）を次に添加した。１－メトキシ－１－ト
リメチルシロキシプロペン（開始剤、２６．０ｇ（０．１５Ｍ））を注入した。フィード
Ｉ（テトラブチルアンモニウムｍ－クロロベンゾエート、アセトニトリル中の１．０Ｍ溶
液０．８ｍｌ）を開始し、１５０分にわたって添加した。フィードＩＩは、３－（トリメ
トキシ）シリルプロピルメタクリレート（Ａｌｄｒｉｃｈ、３７１．０ｇ（１．５０Ｍ）
）、ベンジルメタクリレート（２６５．５ｇ（１．５０Ｍ））およびジメチルアミノエチ
ルメタクリレート（１１７．７ｇ（０．７５Ｍ））から構成されていた。フィードＩＩを
０．０分に開始し、３０分にわたり添加した。フィードＩが完了してから５０分後、１６
０．７ｇの乾燥メタノールを上の溶液に添加し、蒸留が始まった。蒸留の第一段中に、１
３８．４ｇの材料をフラスコから除去した。追加２００．０ｇの乾燥メタノールを添加し
、もう１５６．０ｇの溶媒を除去するまで蒸留は続いた。合計で３３８．４ｇの溶媒を除
去した。これは、固形物６２．６５重量％でＭｎ＝５，０００の３－（トリメトキシ）シ
リルプロピルメタクリレート／ＢＺＭＡ／ＤＭＡＥＭＡ１０／１０／５（５０／３５／１
５重量％）ポリマーを製造した。
【０１２２】
ＣＯＧＣＳ１
　上のシロキサン前駆体ポリマー５００グラムに３５．４グラムの塩化ベンジルを添加し
た。溶液は、加熱して４時間にわたり還流させ、一晩保持した後、メタノール中の固形物
６６．６％の５．７のアミン価を有する第四化ポリマーの溶液をもたらした。
【０１２３】
ＣＯＧＣＳ２
　この化学種は、燐酸によるポリマー溶液の酸性化によって形成されたオキシシリル基含
有前駆体のプロトン付加された形態（ホスフェート塩）に関連する。プロトン付加は、酸
に加えてビヒクルに前駆体を溶解させることによりインキ配合物の中で現場（ｉｎ－ｓｉ
ｔｕ）で実行した。
【０１２４】
カチオンシロキサン３
　このポリマーは、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから購入された２プロパノール中
の５０重量％溶液としてのＮ－（３－（トリメトキシシリル）プロピル）ポリエチレンイ
ミン塩酸塩であった。ポリエチレンイミンのＭｎは１２００であった。このポリマーは、
６０重量％ポリエチレンイミンおよび４０重量％シロキサンであった。
【０１２５】
ポリエチレンイミン
　Ｍｎ＝１２００のこのポリマーは、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから水中の５０
重量％溶液として購入した。

【０１２６】
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【０１２７】

【０１２８】
プリント試験
　１４４０ｄｐｉモードで作動している２台のＥｐｓｏｎ３０００プリンタのブラックペ
ンをＧｉｌｂｅｒｔ証券紙上に幅１／２インチ×長さ６インチのテストパターンを印刷す
るために用いた。第１のインキを１台のプリンタの清浄化されたペンに装填し、第２のイ
ンキを他のプリンタの清浄化されたブラックペンに装填した。テストページを１台のプリ
ンタで最初に印刷し（第１のパス）、その後、他のプリンタに直ちにフィードし（第２の
パス）、他のインキでオーバープリントした。各パス間の時間は約１５秒以下であった。
各試験で用いたインキを以下の表でまとめている。試験１、１２、１７および２２は定着
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液を用いないベースライン（比較）であった。
【０１２９】

【０１３０】
　各試験からの試験片を４つの等部分に切断し、印刷直後に次の通り処理した。
（ａ）周囲温度で空気乾燥させた。
（ｂ）１２０℃で１０分にわたりオーブンで乾燥させた。
（ｃ）８フィート／分で集束輻射加熱器の下に通し、それとともに印刷された面の温度は
約２５０℃に達した。
（ｄ）８フィート／分で集束輻射加熱器の下に再び通した。
【０１３１】
　試験片ごとの後処理のタイプを試験番号の後に「（ａ）」、「（ｂ）」、「（ｃ）」ま
たは「（ｄ）」によって示している。
【０１３２】
　印刷から１０分後および印刷から２４時間後に塩基ハイライター（Ａｖｅｒｙ　＃２４
０ＸＸ）および酸ハイライター（Ａｖｅｒｙ　＃０７７４Ｘ）により各試験片に往復行程
を与え、以下の尺度により汚れを目視で評価した。
５）非常にひどく汚れた
４）ひどく汚れた
３）多少の汚れ
２）若干の汚れ
１）非常に若干の汚れ
０）汚れなし
　改善された堅牢度（減少した汚れまたは滲み出し）は、架橋が起きたことを示している
。
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【０１３３】
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［上記表続き］

【０１３４】
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【０１３５】
　上の表において、数字の後の１つのアスタリスク（*）は、読みを２４時間でなく９６
時間で取ったことを示し、二重アスタリスク（**）は、２４時間でなく７２時間での読み
を示している。
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　インキＡはＳＤＰ顔料を含んでいた。試験１（対照）は定着液の塗布なしのインキの特
性を実証している。試験２～６および８～１１は、本発明定着液、Ｆ１、Ｆ２、Ｆ４およ
びＦ５がアンダープリントモードとオーバープリントモードの両方において汚れを大幅に
減少させることを実証している。但し、場合により、完全な効果を実現するためには熱を
必要とした。多くの場合、アンダープリントは、増加ＯＤの追加の利点も提供した。試験
７において、インキＡを定着液Ｆ３でアンダープリントし、単独で印刷されたインキＡと
比べて、耐久性の僅かな改善のみが生じた。
【０１３７】
　インキＢはラテックスポリマー添加剤入りのＳＤＰ顔料を含んでいた。試験１２（対照
）は定着液の塗布なしのインキの特性を実証している。試験１３～１６は、本発明定着液
Ｆ４およびＦ５がアンダープリントモードとオーバープリントモードの両方において汚れ
を減少させた（無くした）ことを実証している。アンダープリント（試験１４および１６
）では、増加ＯＤの追加の利点もあった。
【０１３８】
　インキＣは可溶性染料を含んでいた。試験１７（対照）は定着液の塗布なしのインキの
特性を実証している。全体的な耐汚れ性は、良好のみであり、耐水性は劣っていた。水性
定着液Ｆ１によるアンダープリントおよびオーバープリントは、試験１８および１９で実
証された通り耐汚れ性と耐水性の両方を改善した。試験１９におけるアンダープリントは
、定着液でアンダープリントした時に染料系インキでしばしば起きるＯＤの多少の損失を
もたらした。溶媒系定着液Ｆ２によるオーバープリントまたはアンダープリントも試験２
０および２１で実証された通り耐汚れ性と耐水性の両方を改善した。しかし、アンダープ
リント試験２１において印刷されたブラックＯＤの損失はなかった。類似の結果は試験２
７～３０で見られる。
【０１３９】
　インキＤはラテックスポリマー添加剤入りの可溶性染料を含んでいた。試験２２（対照
）は定着液の塗布なしのインキの特性を実証している。このインキは、ラテックスのない
インキＣより良好なハイライター耐汚れ性も耐水性も示さなかった。試験２３のような定
着液Ｆ１および溶媒系定着液Ｆ２によるインキＤのオーバープリントは、耐汚れ性および
耐水性の大幅な増加をもたらした。定着液Ｆ１によるインキＤのアンダープリントは、良
くてもインキＤ単独に比べて堅牢度の僅かな改善をもたらし、印刷ＯＤの損失を伴った。
しかし、溶媒系Ｆ２によるアンダープリントは、堅牢度を大幅に増し、印刷ＯＤを上げた
。類似の結果は試験３１～３４で見られる。
【０１４０】
　定着液Ｆ４のポリマーに似ているが、架橋基のないポリエチレンイミンポリマーにより
比較定着液Ｆ６を調製した。試験３５および３６において、インキＣにこの比較定着液に
よりオーバープリントし、そしてアンダープリントした。定着液の全くないインキＣに比
べて耐汚れ性の改善があった一方で、結果は本発明定着液Ｆ４により得られた結果（試験
２７および２８）ほどには良くなかった。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　カチオン定着剤、オキシシリル基含有化学種およびビヒクルを含む定着液であって、
前記定着液は実質的に無色であり、前記オキシシリル基含有化学種は式（ＩＡ）および（
ＩＢ）からなる群から選択された式の少なくとも２個の反応性のヒドロキシシリル部分、
アルコキシシリル部分、アリールオキシシリル部分および／またはアシルオキシシリル部
分を含む分子である定着液。
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（式中、
各Ｒは個々に水素、アルキル基、アリール基またはアシル基であり、
ｓは１、２または３であり、
ｔは１または２であるが、
但し、ｓまたはｔが１である場合、前記分子は少なくとも２個の前記部分を含むことを条
件とする）
2.　前記定着液は別個の物質としてカチオン定着剤およびオキシシリル基含有化学種を含
む、上記１に記載の定着液。
3.　前記定着液は同じ分子中にカチオン定着剤およびオキシシリル基含有化学種を含む、
上記１に記載の定着液。
4.　前記ビヒクルは水性ビヒクルである、上記１～３のいずれか１項に記載の定着液。
5.　前記ビヒクルは非水性ビヒクルである、上記１～３のいずれか１項に記載の定着液。
6.　２５℃で約２０ダイン／ｃｍ～約７０ダイン／ｃｍの範囲内の表面張力および２５℃
で３０ｃＰの粘度を有する、上記１～５のいずれか１項に記載の定着液。
7.　定着液および１種以上の着色インキを含むインクジェットインキセットであって、前
記１種以上の着色インキの各々がビヒクルに安定に分散または溶解した着色剤を個々に含
み、前記定着液が上記１～６のいずれか１項に記載の定着液であることを特徴とするイン
クジェットインキセット。
8.　前記１種以上の着色インキはシアンインキ、マゼンタインキおよびイエローインキを
含む、上記７に記載のインクジェットインキセット。
9.　前記１種以上の着色インキはブラックインキを更に含む、上記８に記載のインクジェ
ットインキセット。
10.　前記着色剤はアニオン着色剤である、上記７のいずれか１項に記載のインクジェッ
トインキセット。
11.　前記定着液のためのビヒクルは非水性ビヒクルであり、前記１種以上の着色インキ
の各々のためのビヒクルは水性ビヒクルである、上記７～１０のいずれか１項に記載のイ
ンクジェットインキセット。
12.　上記７～１１のいずれか１項に記載のインクジェットインキセットを備えたインク
ジェットプリンタ。
13.　（ａ）ディジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンタを提供する工程と
、
（ｂ）印刷しようとする基材を前記プリンタに装填する工程と、
（ｃ）インクジェットインキセットを前記プリンタに装填する工程と、
（ｄ）ディジタルデータ信号に応答して前記インクジェットインキセットを用いて前記基
材上に印刷する工程と
を含む基材上にインクジェット印刷する方法であって、前記インクジェットインキセット
が上記７～１１のいずれか１項に記載のインクジェットインキセットであることを特徴と
する方法。
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